
民生費 119億3,953万円（＋6億4,049万円）
子ども、高齢者、障がい者などの福祉

市税
142億3,600万円（＋5億8,100万円）
市民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税など

国庫支出金
40億6,768万円（＋1億5,245万円）

県支出金
23億5,032万円（＋1億8,075万円）

地方交付税
20億7,000万円（＋2億2,000万円）

地方消費税交付金
20億2,000万円（＋3億2,000万円）

諸収入
10億3,318万円（＋7,032万円）

繰入金
9億2,836万円（－1億4,259万円）

その他
20億7,046万円（－1億4,593万円）

市債
10億7,400万円（－7億6,600万円）
建設事業費の一部を金融機関などから
借り入れる資金

教育費 37億8,464万円（－2億4,464万円）
学校、文化財など教育

総務費

土木費

公債費

衛生費

消防費

商工費

34億4,771万円（＋2,517万円）
選挙や戸籍の事務費、市の財産管理など

31億4,325万円（－2,501万円）
道路や公園、住宅、河川などの整備

24億46万円（－6,055万円）
市債の返済

23億9,318万円（＋1億2,635万円）
ごみ処理、リサイクル、保健衛生など

11億4,178万円（＋1,376万円）
消防活動、地域防災組織など災害対策

7億2,731万円（－5,475万円）
商工振興、観光

その他 8億7,214万円（＋4,918万円）

　
令
和
４
年
度
予
算
は
、一
般
会
計
２
９

８
億
５
千
万
円
、特
別
会
計
と
企
業
会
計

を
合
わ
せ
て
総
額
５
９
０
億
１
２
８
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。前
年
度
予
算
と
比
べ

て
一
般
会
計
は
１
・
６
％
、総
額
で
２
・

５
％
増
額
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
景

気
が
一
定
程
度
回
復
す
る
と
予
測
さ
れ
る

た
め
、市
税
と
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、蘇
南
中
学

校
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
が
終
了
し
た
た

め
市
債
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
引
き
続
き
実
施
し
な
が
ら
、

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
化
の
推
進

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。さ
ら
に
、

「
住
み
ご
こ
ち
一
番
・
可
児 

〜
安
心
、元

気
、楽
し
い
ま
ち
〜
の
推
進
」の
実
現
に
向

け
た
重
点
方
針
事
業
を
着
実
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

感
染
拡
大
防
止

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
防
止
を
図
る
た
め
、ワ
ク
チ
ン
接
種
を

行
い
ま
す
。ま
た
、公
共
施
設
や
学
校
な
ど

に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

地
域
経
済
の
回
復

　
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金
な
ど
事
業
者
支
援

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、市
制
施
行
40
周

年
記
念
事
業
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
率
40
％

の
Ｋ
マ
ネ
ー
を
発
行
し
、地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

　
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
い
つ
で
も
、ど
こ

か
ら
で
も
手
続
き
が
で
き
る
よ
う
、行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
ま
す
。

脱
炭
素
化
推
進

　
小
中
学
校
や
地
区
セ
ン
タ
ー
の
照
明
を

計
画
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。ま
た
、公
用

車
に
電
動
自
動
車
を
導
入
し
ま
す（
災
害

時
な
ど
に
は
非
常
用
電
源
と
し
て
活
用
し

ま
す
）。

高
齢
者
の
安
気
づ
く
り

適
切
で
過
不
足
の
な
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
気
に
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、介
護
サ
ー
ビ

ス
を
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
し
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
に
対
応

　
高
齢
者
虐
待
が
発
生
し
た
場
合
、生
命

や
身
体
の
安
全
を
守
る
た
め
、医
療
機
関
、

福
祉
施
設
、警
察
な
ど
と
連
携
し
、緊
急
的

な
一
時
保
護
を
行
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
安
心
づ
く
り

産
婦
へ
の
支
援
を
強
化

　
産
後
う
つ
や
新
生
児
へ
の
虐
待
を
予
防

す
る
た
め
、出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産

婦
の
健
康
診
査（
母
体
の
身
体
機
能
の
回

復
や
授
乳
状
況
、精
神
状
態
の
把
握
な
ど
）

に
対
し
て
助
成
を
実
施
し
、産
後
の
初
期

段
階
に
お
け
る
母
子
へ
の
支
援
を
強
化
し

ま
す
。

多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

　
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
る
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、す
み
れ
楽

園
と
は
ぐ
み
の
森
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
を
支
援
し
ま
す
。

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
新
設

　
子
育
て
世
帯
の
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、今
渡
北
小
学
校
に
第
２
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
を
新
設
し
ま
す
。

地
域
・
経
済
の
元
気
づ
く
り

可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
工
業
団
地
の
開
発

　
令
和
６
年
度
分
譲
開
始
に
向
け
て
積
極

的
な
企
業
誘
致
活
動
な
ど
を
計
画
に
沿
っ

て
進
め
て
い
き
ま
す
。令
和
４
年
度
は
発

掘
調
査
を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、工
業
団
地
本
体
造
成
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

ま
ち
の
安
全
づ
く
り

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
よ
り
安
全
に

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
安
全
に
通
学
で
き

る
よ
う
、通
学
路
合
同
点
検
の
結
果
に
基

づ
き
、防
護
柵
の
設
置
、カ
ラ
ー
舗
装
な
ど

の
安
全
対
策
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、最
高
速
度
を
30 

㎞
／
ｈ
に
規
制

し
、狭
さ
く
な
ど
を
設
け
る
こ
と
で
交
通

安
全
の
向
上
を
図
る「
ゾ
ー
ン
30 

プ
ラ

ス
」を
、広
見
と
今
渡
の
２
地
区
に
設
定
し

ま
す
。さ
ら
に
広
見
地
区
は
、園
児
の
安
全

確
保
が
で
き
る
よ
う
、ひ
ろ
み
保
育
園
周

辺
を「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」に
設
定
し
、ド
ラ

イ
バ
ー
に
注
意
喚
起
を
し
ま
す
。

財
政
課

問

「
住
み
ご
こ
ち
一
番
・
可
児
」に
向
け
た

令
和
４
年
度
の
予
算

298億5,000万円
歳出

一般会計
歳入

（カッコ内は前年度比）

会　　計 金　　額

国民健康保険事業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

自 家 用 工 業 用
水 道 事 業

可児御嵩インターチェンジ
工 業 団 地 開 発 事 業

農業集落排水事業

財産区（5地区の計）

合　　　計

106億円

16億700万円

76億4,370万円

1億6,200万円

1億5,600万円

10億3,200万円

2,210万円

212億2,280万円

特別会計

一般会計当初予算額の推移

会　　計 金　　額

水 道 事 業

下 水 道 事 業

合　　　計

32億7,700万円

46億6,300万円

79億4,000万円

企業会計

250

0
H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4（年度）

300

350
（億円）

314.1

334.5
326.8

314.5 315.5

293.8 298.5

カラー舗装の例

今
年
度
の
主
な
事
業

重
点
方
針
事
業

詳細は市ＨＰを
ご覧ください
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